
♪この新聞に掲載している図書は、本校図書館に所蔵しています♪ 

 

 

 

 

 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津東高等学校図書館 

本ｄｅｒｆｕｌ！委員 発行 

＜２０１７．９．２２ 秋分号＞ 

学校ホームページ版 

本ｄｅｒｆｕｌ！委員のおすすめ本 

草津東高等学校図書館新聞 

 

特設展示案内 

『忘却のレーテ』 

法条遥：著  新潮社 

（新潮文庫） 

＜あらすじ＞ 

両親を事故で亡くした女子大生・笹木唯は、この

事故のせいで「死」に対して異常なまでの恐怖を抱

いていた。そんな彼女が天才科学者の誘導で記憶消

去薬「レーテ」の新薬実験に参加することになる。   

完全に閉鎖された施設での実験。天才科学者の監

視のもと過ごす７日間。毎日記憶をリセットされる

唯を含む５人の被験者たちがある日、流血死体を発

見して・・・。 

＜おすすめポイント＞ 

 最初は少し読みにくい本だと思います。１章目で

死んだはずの人が２章目では普通に生きていた

り・・・。もう何がどうなっているのかわからなく

なる小説です。しかし、その疑問は最後に解決でき

るので、あきらめずに最後まで読んでほしいです。

そして読み終えたら、ぜひ、終章から１章へと、逆

さに読み返してみてください。二度読みすることで

初めて納得できる、ミステリ本です。 

『西の魔女が死んだ』 

  梨木香歩：著  新潮社（新潮文庫） 

＜あらすじ＞ 

 中学に進んでまもなく、どうしても学校へ足が向かな

くなった少女まいは、ひと月あまりを、西の魔女のもと

で過ごした。 

 西の魔女・つまり大好きなおばあちゃんから、まいは

魔女の手ほどきを受けるのだが、魔女修行の肝心かなめ

は、何でも自分で決める、ということだった。 

＜おすすめポイント＞ 

 それぞれのシーンが想像しやすく、あまり長くなかっ

たのでとても読みやすかったです。おばあちゃんの温か

みや、優しさを感じられ、最後は誰もが感動する作品に

なっています。ぜひ読んでみてください！ 

『植物図鑑』 

有川浩：著   

角川書店／幻冬舎（幻冬舎文庫） 

＜あらすじ＞ 

 主人公である「河野さやか」は終電ギリギリの呑み会

帰り、自分のマンションのポーチの植込みでお腹が空い

て動けなくなっていた「イツキ」と出会う。互いのメリ

ットが合い契約を交わしたことから二人の共同生活が

始まる。次第に「イツキ」のことを異性として意識して

いくが・・・。 

＜おすすめポイント＞ 

 普段からそこら中に生えている「雑草」。しかしその

ひとつひとつにはちゃんと名前があり、食べることので

きるものもあります。この『植物図鑑』には話のあいま

に色々な野草が登場するので詳しくなれること間違い

なしです。 

 またこの本は映画にもなっており、それぞれ違う風に

楽しめます。何度読んでもまた新たな視点から見ること

ができ、おすすめです。 

 

『図書館戦争』  

有川浩：著  KADOKAWA（角川文庫）  

＜内容＞ 

 殺人などの事件は、子どもたちがそのような

本を読み、学ぶことからおこることだと考える

人が多い社会で、子どもたちに関わらず日本中

の人が本を読む自由を失った。そんな社会に対

抗するため、図書隊という組織が作られる。本

を制限する組織と、自由を守る組織の戦いです。 

＜おすすめポイント＞ 

 この本は戦いもあり、恋愛もある、盛りだく

さんな小説です。人と人のかけあいが、この本

の迫力をかきたててくれます。恋愛ではドキド

キする少女まんがのようなシーンもたくさんあ

ります。映画では岡田准一と榮倉奈々さんがこ

の本の良いところを、映画として表現している

ので、本とあわせて見てほしいです。 

草津東高等学校読書活動推進事業「本ｄｅｒｆｕｌ
ほ ん だ ふ る

！」 ～ 10 分間読書、一斉読書、課題読書、本ｄｅｒｆｕｌ！講演会など～ 読書を通じ、可能性を広げます 

 

 草津市立図書館見学交流会より 

 

７月 13 日に草津市立図書館を訪問し、図書館司書から

話を聞いたり、館内を見学させてもらったりしました。本

校からは１２名が参加。他校からも１名参加されていて、

会の最後には市立図書館の方も交えて楽しく談話しまし

た。 

＜参加者が印象に残った事＞ 

書庫探検、高校生向きの本が集められたＹＡコーナー、

ブックカバーかけ 

＜参加者感想より＞ 

「良かった」１１名、「まぁまぁ良かった」１名  

書庫の中をみたり、ブックカバーをかけるのが楽し 

かった。本のトラック（移動図書館）があることを 

初めて知った。 

 

 

◆１年生作成の絵本展示（家庭科基礎） ◆北海道の本（2 年生修学旅行） 

◆職業ガイド＆時事問題 
コーナー（進路・進学準備） 



内容 　　　　　　　　　書　名 　著　者　名 請求記号

僕らが毎日やっている最強の読み方　←始業式で紹介！池上彰　佐藤優 002.7-ｲ

コンピュータが小説を書く日　 佐藤理史 007.1-ｻ

いま世界の哲学者が考えていること 岡本裕一朗 104-ｵ

超ＡＩ時代の生存戦略　 落合陽一 304-ｵ

ＡＩの衝撃　人工知能は人類の敵か　　★ 小林雅一 S-007.1-ｺ

人工知能の核心　　★ 羽生善治　ＮＨＫスペシャル取材班 S-007.1-ﾊ

学びとは何か　〈探究人〉になるために　　★ 今井むつみ S-141.3-ｲ

世界は素数でできている 小島寛之 S-412-ｺ

日本列島１００万年史　　★ 山崎晴雄　久保純子 S-454.9-ﾔ

抱きしめて看取る理由
自宅での死を支える「看取り士」という仕事

荒川龍 S-490.1-ｱ

まんが人体の不思議　　★ 茨木保 S-491.3-ｲ

毎日がポジティブになる！元気が出る言葉３６６日西東社編集部∥編 159.8-ｾ

この本読んで元気にならん人はおらんやろ　 水谷もりひと∥監修・文 159-ﾐ

最もシンプルな世界史のつかみ方　 祝田秀全 209-ｲ

戦争まで　歴史を決めた交渉と日本の失敗 加藤陽子 210.7-ｶ

絶景を巡る京都 ＠kyoto_iitoko 291.6-ｱ

滋賀・びわ湖　’１８　長浜・彦根・大津 昭文社 291.6-ﾏ

るるぶ和歌山白浜高野山熊野古道　’１８ ＪＴＢパブリッシング 291.6-ﾙ

るるぶにっぽんの水族館 ＪＴＢパブリッシング 291-ﾙ

１０代のための仕事図鑑　 大泉書店編集部∥編 366.2-ｵ

介護というお仕事 小山朝子 369.2-ｺ

生物 ざんねんないきもの事典　続　←話題の動物雑学 今泉忠明∥監修　 480-ｲ-2

透視絵図鑑なかみのしくみ　のりもの こどもくらぶ∥編さん 500-ｺ

世界のくるま図鑑２５００ スタジオタッククリエイティブ 537.9-ｾ

とにかくかんたんゆる～っとはじめる１０分自炊 島本美由紀 596-ｼ

ゆる自炊ＢＯＯＫ　料理って意外に簡単らしい 596-ﾕ

スポーツ マット・跳び箱・鉄棒の基礎基本　 戸田克 781-ﾄ

いっぽにほんごさんぽ　初級１　暮らしの日本語教室 宿谷和子　天坊千明 810.7-ｼ

みんなの日本語初級Ⅰ漢字　英語版 西口光一∥監修　 810.7-ｽ

ネイティブはこう使う！マンガでわかる冠詞 デイビッド・セイン 835.2-ｾ

うさまるの気持ちが伝わるかんたん英会話 ｓａｋｕｍａｒｕ∥絵 837.8-ｻ

文豪図鑑完全版　 開発社∥編 910.2-ｶ

もし文豪たちがカップ焼きそばの作り方を書いたら 神田桂一　菊池良 913.7-ｶ

ＡＸ 伊坂幸太郎 913.6-ｲ

ＭＭ 市川拓司 913.6-ｲ

月の満ち欠け　　　←直木賞受賞作 佐藤正午 913.6-ｻ

忍物語 西尾維新 913.6-ﾆ

影裏　　　　　　　←芥川賞受賞作 沼田真佑 913.6-ﾇ

寡黙な死骸みだらな弔い  ★ 小川洋子 B-913.6-ｵ

ソードアート・オンライン　２０　 川原礫 B-913.6-ｶ-20

魔法科高校の劣等生　２３　孤立編 佐島勤 B-913.6-ｻ-23

ラストレシピ　麒麟の舌の記憶　　←映画化原作 田中経一 B-913.6-ﾀ

ロクでなし魔術講師と禁忌教典　９ 羊太郎 B-913.6-ﾋ-9

パイレーツ・オブ・カリビアン最後の海賊　←映画ノベライズ エリザベス・ルドニック B-933.7-ｴ

ご本，出しときますね？　文筆系トークバラエティ 若林正恭∥編 914.6-ﾋ

学校へ行けなかった私が「あの花」「ここさけ」を書くまで 岡田麿里 916-ｵ

時事問題

乗り物

文学雑学

進路
職業

お出かけ
ガイド

歴史

言葉と
心

新書

文庫
小説

エッセイ

ルポ

話題の
小説

語学

料理

 

 

 

本読みトーク Part９７   

思い出の一冊 アンデルセン『絵のない絵本』 

                集英社文庫 ほか 

             

 

  

私は社会科の教員で、専門が日本史です。なので、読む本は歴史小説が多いです。特に好

きな本が浅田次郎の作品。『蒼穹の昴』『壬生義士伝』『一刀斎夢録』などたくさんあります。

浅田次郎の作品の特徴は、はじめクセがあるな・・・という感じからはじまります。しかし、

読み進めるにつれて、だんだん本のストーリー・登場人物に魅了され、読み終わるころには

涙がとまらない。こんな最後になるなんて！このはじめと終わりのギャップがやみつきにな

り、また読んでしまうというスパイラルにはまってしまいます。気になった方や歴史に興味

がある方はぜひ読んでみてください。 

 ただ、今回みなさんに紹介したい本は別にあります。それは、アンデルセンの『絵のない

絵本』です。実はこの本、ある方からもらった私にとってとても大切な一冊なのです。私は

中学２年生の冬から家庭教師の先生に来てもらっていました。その先生は、大学生で建築士

を目指しているかっこいい女性でした。すごくきれいな方で勉強もわかりやすく、こんな素

敵な大学生になれたらいいなと憧れていました。そんな先生から、高校受験が終わり最後の

お別れの時にいただいた一冊がこのアンデルセンの『絵のない絵本』でした。内容は、街に

住む貧しい画家に、夜ごと月が空の上から見たさまざまな国のいろいろな出来事を優しく物

語っている短編集です。この本は物語の情景を想像しながら、ゆっくりじっくり読むのがお

すすめです。各話、切ないものから美しいものや優しいものまでこの物語のもつ世界観が心

に染みわたります。この本をいただいた時、私はとてもうれしくてさっそく読み始めました

が、中学３年生の私には少し難しい内容でした。しかし、大人になって視野も広がり、物事

のとらえ方も変わった今、久しぶりに読んでみるとすごく考えさせられる本だと気がつきま

した。今となってこの本をプレゼントしてくれた先生からのメッセージだったのだと思いま

す。 

みなさんは思い出の一冊はありますか？ 

誰かに何か気持ちを伝えるとき、本も一緒にプレゼントしたら、さらに気持ちが伝わるかも

しれませんよ。 

 

 

 
 

 

 

★印の本はリクエストや資料相談から入りました。予約も随時受付中！お気軽に司書まで。 

新
し
く
入
っ
た
本
・
話
題
の
本
よ
り 


